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機関紙 :第 17号発行 :平成16年 6月 ■日 菱良・Aと 自然の会 担当:勝田均、

第9回 東海自然歩道観察会 平成15年5月 7日 (水 )

始めまして : 4月 に入会させて頂きましたシエア大3期 けいはんな
学研都市在住 の水田美美子です。 lNHK特別番組～21世紀に残したい
日本の風景～全国第7位の 女人高野「室生寺」。河鹿やホトトギスの声を
聞きながら石楠花が咲き競う。"lと 16キ ロの楽々コース〕という"うたい文句"

に
惹かれて参加しました。 前夜の天気予報で雨を覚悟していましたが見事(?)に
外れて好天気で(午後少し小雨)24名 参加。 バンフレットには「伊勢街道
大野宿から門森 (カドモリ)峠を越える東海道自然歩道。 その石畳みを歩くと
今でも里山風景 を楽しむことができる」と書いてありましたが 前夜の雨で
つるつるした道を滑らないように 足元ばかりを見つめながら歩くのが精一杯で
「周りの景色を楽しむ :」 という余裕はありませんでした。
でもそれはそれなりに 今となつては楽しかった想いが残 ります。
“ふ一ふ―"“ブープー"言いながら歩きましたが「還暦すぎた山歩き1年生の
私でも歩けた」という自信(?)がチョッピリつきました。 あんなデコボコ道
何十年も歩いたことがないように思います。
学生時代 英語の時間に習つた「wJ‖ ng d峰●onaryJという単語がぴつたりの
博学な方々。 帰宅後 2冊の本で探しても見つからないような植物の名前
どこで覚えられたのかしら??
植物の報告は 当日担当のスタッフの方からあるようですので省略します。
マムシ草から松 枯れE魔崖仏口如来の手の印相E龍穴神社の柿 (コケラ)葺きまで
教えて頂いて 眠りつつある脳細胞も活性化し 有意 義な 1日でした。
スタッフの皆様 ほんとうにあリカ1とうございました。
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大和葛城山を訪ねて 山田 洋子

家を出る時は日が射していたのに、ロープウェイを降りると今にも雨が降りそうな空模

様、そんな中、最初に迎えてくれたのは小鳥達のさえずり、鶯は上手に誇らしげに鳴いて

います。今日の目的はカタクリの花とショウジョウバカマとの出会いです。曇り空の下で

カタクリは精一杯花びらを反り返して、愛らしい姿を見せてくれました。でも山の斜面の

中にアマカメラマンが幾人も入 り込み写真を写すのに夢中です。気持ちはわかるけど足元

のカタクリが心配です。しかし、私も知らず知らずに同じような事をどこかでしているか

もと思つてみたり、これからは気をつけなくては・・・次に出合つたショウジョウバカマ

の群生はみごとです。こんなに沢山見たのは初めてです。名の由来も面白く、花の赤はお

酒の好きな狸々、葉を袴に見立てたとの事華やかな花ではないけれど、何故か心に残 りま

す。山を下り、次の目的地「奈良薬事研究センター」へ。お酒のいい匂いが漂う酒蔵の横

を通 り抜け、古い町並みが残る通 りは懐かしい雰囲気です。センターでは庭の薬草の説明

を受け、また、カリン酒や、カリンシロップ、 ドクダミ茶をご馳走になりました。ちなみ

にドクダミ茶はほんのりと甘くてとつてもおいしかつたです。

心配だつた雨も大した事もなく、楽しく、ゆつたりとした日程の 1

ました。

葛城山追憶 樋 口 善雄

4月 19日 の例会行事 「葛城山のカタクリとショウジョウバカマJは参加者から「初め

て自生地を見た」と感動的な感想を戴き、当日の案内を務めた私もうれ しく思いました。

17℃以上に気温が上がらないと開花 しない生態的条件に合つたのか、当日はカタクリ・

ショウジョウバカマともに満開で観察できたのである。

今年は、五日間ほど気温が遅れていると聞いて、友人は午後の登山を勧めてくれたが、

当日になつて午後の降水確率が高くなり予定通 りに登山したのが、「人と自然の会」に幸運

をもたらした。

我々と同じ日に、キャノンが撮影会をやつてお り、心ある人が注意を促 してくれていた。

午後の薬事指導所では、傘下の観察となつたが、記念品のウイキョーが発芽して、定植

を待つている時期となつた。

2

【



_Eヨ ブt素た と1,謡辱 (ノ ダフジ)

寺田正博

大化の改新の立役者中臣鎌足は669年 、死の前日に天智天皇から藤原の姓を授けられ

た。フジの生える原、藤原が重要であつたからと思われる。その藤原は大和三山に囲まれ

た藤原京のあった付近とされている。現在の橿原市高殿町付近。

藤原鎌足が祖となった藤原氏は768年 に奈良の春日山に春日神社を建てる。春日山に

もフジが多く、フジは藤原氏のシンポルとされ、その実用性からも大切にされたことによ

ると思われる。創立年代については、鎌倉初期に書かれた現存最古の曲緒記「古社記」に

は、四所神殿の創建を奈良時代、称徳天皇の神護景雲二年 (768)と 記されています。

しかし諸説があるようです。祭神は、本殿左 (向かって右)よ り、第一殿 武甕槌命、

第二殿 経津主命、第二殿 天児屋根命、第四殿 比売神、の藤原氏の遠祖とされている

四神が祀られています。

,̈社 紋 「下 り藤紋」は江戸前期に神紋として定紋化していたようです。

藤は神社の境内に古くから自生し、藤原氏の藤も意識され次第に定紋化されてきた。

御巫の響には藤の造花をつけているし、若宮おん祭の「日の使」の冠にも藤の造花がつけ

られている。

境内には「砂ずりの藤」と呼ばれる花房が 1メ ー トルにもなる藤がある。砂にすれると

いうところからこの名がある。ノダフジの変種といわれている。摂関近衛家からの献木と

伝えられ 「春 日権現験記」にも書かれている古い藤、樹齢は七百年以上といわれる。

フジの実用面からみると、フジのつるは日本人の生活に重要な役割を果たしてきた。

日本の住まいを特色づける畳には、黒いへりがある。現在のナイロン製に替わるまでは、

そのへりにはフジの布が用いれてきた。

藤布は樹皮をはぎ、表皮をはぎ、表皮を除いた内皮を藁灰で半日ほど煮て、清流でさら

し、 ドロドロをしごいて繊維をとり、布に織った。丈夫で、野良着や運搬袋、豆腐のこし

袋、せいろの中敷布などに用いられた。 その他、網、綱等々、種々利用された。

花芽、新芽は食用にもされ炊き込みご飯にもされている。

フジ (ノ ダフジ)Wistaria floribunda(Wild)DC マメ科

各地の山野に生え、また鑑賞用として庭園に植えられているつる性の落葉低木、幹は著

しく長くのびて分枝 し、右巻きに他物に巻きつく、葉は互生で有柄の奇数羽状複葉、等々

〔日本名〕野田藤の意味で、野田は大阪の地名で、昔フジの名所であった。

フジは吹き散るの意味であるといわれている。語源には種々異説がある。

類似種にヤマフジがあるが幹は左巻きであり、公園などで栽培されているフジはヤマフ

ジの長い台木に接いでいるものがあり、幹とつるが逆巻きのものがある。

引用参考文献  「春 日大社のご由緒」春日大社  「植物と行事」湯浅浩史

「有用草木博物事典」草川俊  「牧野新日本植物図鑑」「植物観察事典」岡村はた 他
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